
　

そ
の
後
、
観
光
客
を
迎
え
る
た

め
、
不
十
分
だ
っ
た
環
境
の
整
備

を
実
施
。
昭
和
６３
年
に
は
、
開
村

式
を
行
い
ま
し
た
。
初
代
の
村
長

は
故
高た

か

峰み
ね

三み

枝え

子こ

さ
ん
。
現
村
長

の
司

つ
か
さ

葉よ
う

子こ

さ
ん
は
、
平
成
１１
年
に

二
代
目
と
し
て
就
任
し
、
今
回
の

大
正
百
年
事
業
実
行
委
員
会
の
委

員
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

こ
の
契
機
に
情
報
発
信
す
る

　

大
正
は
、
１５
年
と
い
う
短
い
存

在
で
し
た
が
、
日
本
人
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
時
代
。「
平
成

２３
年
は
大
正
百
年
」
と
、
大
正
の

ロ
マ
ン
や
モ
ダ
ン
を
偲し

の

び
つ
つ
、

そ
の
大
正
の
魅
力
を
全
国
に
先
駆

け
情
報
発
信
で
き
る
の
は
、
日
本

大
正
村
の
あ
る
当
市
の
み
で
す
。

　

平
成
１９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
大
正
百
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

事
業
。
そ
こ
で
は
、
大
正
を
次
世

代
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
、

大
正
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
、
こ

の
平
成
の
時
代
に
生
か
し
て
い
こ

う
と
、
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
集
大
成
の
「
大
正

百
年
事
業
」
を
契
機
と
し
て
、
観

光
人
口
の
拡
大
と
、
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
と

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

大
正
時
代
っ
て
ど
ん
な
時
代

　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
大

衆
や
女
性
の
地
位
向
上
を
背
景
と

し
て
、
産
業
や
生
活
、
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
新
し
い
こ
と

が
始
ま
っ
た
大
正
時
代
。
こ
の
時

代
に
生
ま
れ
た
も
の
や
始
ま
っ
た

こ
と
は
、
現
代
の
礎
と
な
り
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
の
代
表
的
な
児
童
雑

誌
「
赤
い
鳥
」。
創
刊
は
大
正
７

年
で
、芥
川
龍
之
介
や
新
美
南
吉
、

北
原
白
秋
な
ど
、
著
名
な
作
家
の

童
話
や
童
謡
が
掲
載
さ
れ
、
高
い

文
学
性
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
１４
年
、
日
本
の
ラ
ジ
オ
放

送
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
当
時
、

こ
の
最
先
端
技
術
は
民
衆
か
ら
の

期
待
も
大
き
く
、
加
入
件
数
が
開

始
当
初
の
３
千
５
百
件
か
ら
、
１

年
と
た
た
な
い
う
ち
に
、
１０
万
件

ほ
ど
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

東
京
を
中
心
と
し
た
都
市
部

に
、
数
々
の
「
カ
フ
ェ
ー
」
が
誕

生
し
た
の
も
こ
の
時
代
。
流
行
に

敏
感
な
書
家
や
文
士
た
ち
の
交
流

の
場
と
し
て
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。▲日本大正村役場。明治３９年に建てられ昭和３２年まで使用。平成１１年には文化庁の登録有形文化財に指定。

▼

大
正
を
感
じ
さ
せ
る
蓄
音
機
。
大
正
時
代
館
や
大
正
村
資
料
館
で
展
示
。

　
１５
年
と
短
い
時
代
で
し
た
が
、
今
の
私
た
ち
に
大
き
な
も
の
を
残
し
て
く
れ
た
大
正
。
１
９
１
２

年
７
月
３０
日
の
大
正
元
年
か
ら
数
え
て
、
こ
と
し
で
百
年
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
古
き
良
き
大
正

時
代
を
振
り
返
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
正
を
探
す
事
業
を
平
成
１９
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

大
正
百
年
を
切
っ
掛
け
に
、
日
本
大
正
村
が
あ
る
当
市
か
ら
、
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
の
大
正
百
年
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
観
光
交
流
室
（
内
線
５
３
０
）

大
正
村
を
激
論
の
末
に
建
設

　

明
智
町
の
市
街
地
全
体
に
残
る

大
正
モ
ダ
ン
の
建
物
や
、
大
正
時

代
の
文
化
か
ら
日
常
生
活
ま
で
の

歴
史
資
料
を
、
街
全
体
で
展
示
し

て
い
る
の
が
日
本
大
正
村
。
こ
れ

は
、
全
国
で
も
唯
一
の
博
物
館
で

も
あ
り
ま
す
。　

　

昭
和
５０
年
代
、
急
速
な
過
疎
化

と
な
っ
て
い
た
明
智
町
。
そ
れ
に

追
い
討
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
、
国

鉄
は
明
知
線
の
廃
線
の
方
針
を
示

し
ま
し
た
。

　

当
時
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な

い
か
と
い
う
危
機
感
の
中
、
文
芸

写
真
家
の
故
澤さ

わ

田だ

正ま
さ

春は
る

氏
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
構
想
が
「
大
正
村
の

看
板
を
立
て
れ
ば
、
人
は
き
っ
と

集
ま
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

明
智
町
観
光
協
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
激
論
の
末
、
昭
和
５８
年
に

大
正
村
建
設
を
決
断
し
、
準
備
委

員
会
を
発
足
。
翌
年
に
は
、
旧
明

智
町
役
場
に
事
務
所
を
設
置
し

「
日
本
大
正
村
役
場
」
の
看
板
を

掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
澤
田
氏
の

構
想
ど
お
り
に
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

㊨大正ロマン館のロ
ビーにある大正時代
を説明したタペスト
リー「大正百年への
誘（いざな）い」。㊧大
正資料館の正面。奥
にある建物が、繭を
収納していた銀行の
繭蔵。現在は全館６
室を展示室として使
用。
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平
成
２３
年
は
大
正
百
年

モ
ダ
ン
な
時
代
を
偲
ぶ
１
年
に



あ

日
本
大
正
村
お
ひ
な
ま
つ
り

街
角
に
飾
ら
れ
る
段
飾
り
や
、
３
月
１９
日
㈯
か
ら

は
明
智
文
化
セ
ン
タ
ー
に
飾
ら
れ
る
１
５
０
０
体
の

土つ
ち

雛び
な

が
登
場

□
と
き　

２
月
１１
日
㈮
―
４
月
３
日
㈰

大
正
に
関
す
る
企
業
展

　

□
と
き
・
企
業　

▽
５
月
―
６
月
・
未
定　

　
　

▽
７
月
―
８
月
・
江
崎
グ
リ
コ
㈱

　
　
　
▽
９
月
―
１０
月
・
ホ
ー
ユ
ー
㈱

　
　
　
　
□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

大
正
百
年
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

□
と
き　

１
月
１
日
㈯

　
　
大
正
百
年
の
幕
開
け
を
飾
り
、
明
智
町
千
畳
敷
公
園

　
　

か
ら
の
花
火
の
打
ち
上
げ
や
４０
㍍
級
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
、
越
年
マ
ラ
ソ
ン
（
本
紙
２２
㌻
参
照
）

日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

□
と
き　

３
月
２０
日
㈰

き
・
も
・
の
ｉｎ
大
正
村

お
ひ
な
さ
ま
で
飾
ら
れ
た
日
本
大
正
村

を
和
服
で
散
策

□
と
き　

３
月
２７
日
㈰

サ
ク
ラ
の
記
念
植
樹

　

約
５
０
０
０
本
の
サ
ク
ラ
を
、
大
正
百
年

　
　

を
祝
し
て
市
内
全
域
に
植
樹

　
　
　

□
と
き　

３
月
下
旬

ち
ょ
っ
と
お
ん
さ
い
祭

□
と
き　

５
月
３
日
㈫
―
５
日
㈭

武
者
行
列
が
練
り
歩
く
「
光
秀
祭
り
」
は
３
日
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
は
５
日
に
開
催

大
正
浪
漫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉｎ
名
古
屋
大
会

１
０
０
歳
に
な
る
日
野
原
先
生
を
迎
え
開
催

□
と
き　

６
月
５
日
㈰

□
と
こ
ろ　

名
古
屋
市
国
際
会
議
場
白
鳥
ホ
ー
ル

□
講
師　

日
野
原
重
明
先
生
（
聖
路
加
国
際
病
院
名

誉
院
長
）

日
本
大
正
村
バ
ラ
祭

　

約
８
０
０
株
の
バ
ラ
が
園
内
に
咲
き

　

誇
り
ま
す

　
　

□
と
き　

５
月
下
旬
―
６
月
中
旬

　
　

　　
□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

ぎ
お
ん
祭

　

□
と
き　

７
月
１５
日
㈮
―
１７
日
㈰

恵
那
納
涼
花
火
大
会

夜
空
と
湖
面
が
彩
ら
れ
る
恵
那
峡
の
花
火

□
と
き　

７
月
３０
日
㈯

明
智
町
納
涼
花
火
大
会

町
全
域
に
尺
球
の
ご
う
音
が
鳴
り
響
く

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰

大
正
百
年
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ
日
本
大
正
村　

大
正
を
テ
ー
マ
に
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
が
一
堂
に
会
し
て
サ
ミ
ッ
ト
を
実
施

□
参
加
団
体　

大
正
筋
商
店
街
振
興
組
合
（
神
戸
市

長
田
区
）、
会
津
若
松
市
七
日
町
通
り
ま
ち
な
み
協
議

会
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）、
与
野
銀
座
商
店
街
協
同
組

合
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
）、
日
本
大
正
村
な
ど

□
と
き　

１１
月
２０
日
㈰

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

日
本
大
正
村
か
え
で
ま
つ
り

大
正
時
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の

大
正
文
化
祭
と
、
産
業
と
文
化
の
祭
典

□
と
き　

１１
月
５
日
㈯
―
６
日
㈰

□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館
・
明
智
か
え
で
ホ
ー

ル
・
明
智
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

大
正
改
元
祝
賀
会

　

明
治
か
ら
大
正
に
改
元
さ
れ
た

　
　
１
９
１
２
年
７
月
３０
日
を
記
念

　
　

し
て
、記
念
式
典
や
ち
ょ
う
ち

　
　
　

ん
行
列
、夜
市
な
ど
を
実
施

　
　
　

□
と
き　

７
月
３１
日
㈰

　
　
　
　
□
と
こ
ろ　

明
智
か
え

　
　
　
　

で
ホ
ー
ル
・
明
智
文
化

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
な
ど

▲

竹
久
夢
二
「
ｍ
ａ
ｉ
」

▲尺球を打ち上げる明智の花火大会

▲日本大正村の
イメージキャラ
クターの「大正
ロマンちゃん」

▲

光
秀
ま
つ
り
で
の
司
葉
子
村
長
。
今
回
の
実
行
委
員
会
・
委
員
長

も
務
め
、
大
正
百
年
を
契
機
に
大
正
村
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る

▲

大
正
時
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
（
か
え
で
ま
つ
り
）

▲総決起大会のちょうちん行列

▼山本芳翠「灯を持つ乙女」（県美術館寄託）

日本大正村バラ祭のときの大正ロマン館▼

▲多くのランナーが駆け抜けるクロスカントリー

▲日野原重明先生

▲創業時（大正
１１年）から昭和
３年の江崎グリ
コのマーク

１月

１２月

１０月

２月

３月

４月

５月

８月

９月

６月

７月

１１月
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東
京
駅
「
赤
れ
ん
が
」
は
め
込
み
式

　

東
京
駅
の
改
修
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　

か
ら
譲
り
受
け
た
２
個
の
赤
れ
ん
が
を

　
　

明
智
駅
に
は
め
込
み
ま
す

　
　
　

□
と
き　

１１
月

山
本
芳
翠
・
水
墨
画
展

　

□
と
き　

１
月
２０
日
㈭
―
２
月
６
日
㈰

　
　

□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

　
　
　
企
画
展
「
郷
土
の
画
家　

山
本
芳
翠
」

　
　
　
　
□
と
き　

１
月
２０
日
㈭
―
２
月
２７
日
㈰

　
　
　
　

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

日
本
大
正
村
お
月
見
の
会

約
６
０
０
個
の
あ
ん
ど
ん
が
大
正
ロ
マ
ン

館
周
辺
で
幻
想
的
な
明
か
り
を
と
も
し
ま
す

□
と
き　

９
月
２４
日
㈯

□
と
こ
ろ　

旧
三
宅
家
・
大
正
ロ
マ
ン
館

大
正
浪
漫
「
竹
久
夢
二
」
企
画
展

　

大
正
ロ
マ
ン
の
象
徴
と
も
い
え
る
画
家
・
竹た

け

久ひ
さ

夢ゆ
め

二じ

　

の
、
芸
術
と
恋
愛
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
同
時
に
、

　
　

こ
の
時
代
に
み
る
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
流

　
　
　

行
風
俗
、
文
化
生
活
を
多
角
的
に
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　

□
と
き　

１０
月
２９
日
㈯
―
１２
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
□
と
こ
ろ　

大
正
ロ
マ
ン
館

記
念
イ
ベ
ン
ト

▼大正時代館に展示中の赤れんが


